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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　鋼構造物の表面に塗布した耐食性・高耐久性塗料を塗布した塗膜に対し、浸透剤と有機

溶剤を主剤とした塗膜剥離剤を塗布することにより塗膜を膨潤・軟化させ、下地に対する

付着力を低下させて塗膜を剥離除去する方法において、剥離剤塗布後の経過時間と前記塗

膜の雰囲気温度を測定して該当経過時間と雰囲気温度の積分値により塗膜の剥離作業開始

のタイミングを決定する鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。

【請求項２】

　温度計測を一定時間経過時毎に間欠的に行い、当該計測回毎の計測温度の和を積分値と

する請求項１の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。

【請求項３】

　温度計測を剥離剤塗布後１時間毎に行う請求項１又は２の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥

離方法。

【請求項４】

　積分値が２４０℃・ｈｒである請求項３の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。

【請求項５】

　雰囲気温度が平均１０℃以下である請求項１，２，３又は４の鋼構造物の高耐久性塗膜

の剥離方法。

【請求項６】

　雰囲気温度が平均５℃～１０℃である請求項１，２，３，４又は５の鋼構造物の高耐久
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性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 雰 囲 気 温 度 を 計 測 す る 時 間 が 剥 離 剤 塗 布 後 １ ８ 時 間 以 上 で あ る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ，

５ 又 は ６ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 塗 膜 に 使 用 さ れ る 塗 料 が 長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と 鉛 系 さ び 止 め ペ イ ン ト と 長 油

性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 と を 用 い た 塗 装 系 又 は 長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と 鉛 系 さ び 止 め

ペ イ ン ト と フ ェ ノ ー ル 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 と 塩 化 ゴ ム 系 塗 料 と を 用 い た 塗 装 系 又 は 長 ば く 形 エ

ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 を 用 い た 塗 装 系 か ら な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３

， ４ ， ５ ， ６ 又 は ７ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 剥 離 剤 が 二 塩 基 酸 エ ス テ ル を 主 成 分 と し 、 該 エ ス テ ル に Ｎ Ｍ Ｐ 又 は Ｎ Ｍ Ｐ と ベ ン ジ ル ア

ル コ ー ル か ら な る 高 沸 点 溶 剤 と 、 ２ ～ １ ０ Ｗ ％ の 有 機 酸 と 、 界 面 活 性 剤 と を 配 合 し て な る

請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ 又 は ８ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 有 機 酸 が ぎ 酸 ， 乳 酸 ， ク エ ン 酸 ， グ リ コ ー ル 酸 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ 種 か ら な る

請 求 項 ９ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 界 面 活 性 剤 が ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 又 は ア ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 の 少 な く と も １ 種 で あ る

請 求 項 ９ 又 は １ ０ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 ベ ン ト ナ イ ト 又 は 膨 潤 性 シ リ カ か ら な る 無 機 増 粘 剤 を 添 加 し て 増 粘 さ せ た 請 求 項 ９ ， １

０ 又 は １ １ の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 橋 梁 そ の 他 の 土 木 鋼 構 造 物 ， 一 般 建 築 物 ， ク レ ー ン ， プ ラ ン ト 設 備 等 の 機 械

構 造 物 ， 建 築 構 造 物 等 の 鋼 構 造 物 の 高 耐 久 性 塗 膜 の 剥 離 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 上 記 の よ う な 鋼 構 造 物 表 面 に 施 さ れ る 高 耐 久 性 塗 装 に は 鉛 ， ク ロ ム ， Ｐ Ｃ Ｂ 等 の 環

境 汚 染 を 引 起 す 有 害 物 質 が 含 ま れ る こ と が 多 か っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の た め こ れ ら の メ ン テ ナ ン ス の た め の 再 塗 装 に 際 し て は 、 塗 膜 を 剥 離 ・ 除 去 す る 必 要

が あ る が 、 上 記 有 害 物 質 の 環 境 へ の 影 響 を 考 慮 し て 塗 膜 の 飛 散 や 流 出 を 防 止 す べ く 、 膨 潤

・ 軟 化 さ せ て 剥 離 し 、 回 収 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

　 こ の よ う に 塗 膜 を 膨 潤 化 さ せ て 効 果 的 に 剥 離 回 収 し 、 再 塗 装 の 下 地 を 整 え る た め の 技 術

と し て 特 許 と し て 特 許 文 献 １ ， ２ が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ９ ８ ５ ９ ６ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － １ ７ ９ ８ ６ ０ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 上 記 特 許 文 献 に 示 さ れ る 塗 膜 除 去 方 法 で は 、 鋼 構 造 物 の 高 耐 食 性 ・ 耐 久 性 塗 料 の

材 質 と 、 こ れ に 適 合 さ せ て 塗 膜 の 溶 解 流 出 を 防 止 し つ つ 機 械 的 剥 離 を 実 現 さ せ る た め の 剥

離 剤 特 有 の 材 質 等 の 関 係 で 、 外 気 温 （ 作 業 環 境 温 度 ） が １ ０ ℃ 以 上 で 作 業 す る こ と が 前 提

と な っ て い る 。 こ の た め １ ０ ℃ 以 下 の 環 境 で は 剥 離 成 分 の 活 性 が 低 下 し て 塗 膜 の 除 去 が 不
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可 能 又 は 不 十 分 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 １ ０ ℃ 以 上 の 環 境 に お い て も 作 業 場 所 の 環 境 に よ り 剥 離 作 業 開 始 の 最 適 条 件 が 整

う タ イ ミ ン グ に 差 が あ り 、 各 作 業 現 場 毎 に 剥 離 に 適 し て い る か 否 か を 確 認 し な が ら 行 う 必

要 が あ り 、 非 効 率 で あ っ た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 方 法 は 、 第 １ に 、 鋼 構 造 物 の 表 面 に 塗 布 し

た 耐 食 性 ・ 高 耐 久 性 塗 料 を 塗 布 し た 塗 膜 に 対 し 、 浸 透 剤 と 有 機 溶 剤 を 主 剤 と し た 塗 膜 剥 離

剤 を 塗 布 す る こ と に よ り 塗 膜 を 膨 潤 ・ 軟 化 さ せ 、 下 地 に 対 す る 付 着 力 を 低 下 さ せ て 塗 膜 を

剥 離 除 去 す る 方 法 に お い て 、 剥 離 剤 塗 布 後 の 経 過 時 間 と 前 記 塗 膜 の 雰 囲 気 温 度 を 測 定 し て

該 当 経 過 時 間 と 雰 囲 気 温 度 の 積 分 値 に よ り 塗 膜 の 剥 離 作 業 開 始 の タ イ ミ ン グ を 決 定 す る こ

と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 第 ２ に 、 温 度 計 測 を 一 定 時 間 経 過 時 毎 に 間 欠 的 に 行 い 、 当 該 計 測 回 毎 の 計 測 温 度 の 和 を

積 分 値 と す る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 第 ３ に 、 温 度 計 測 を 剥 離 剤 塗 布 後 １ 時 間 毎 に 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 ４ に 、 積 分 値 が ２ ４ ０ ℃ ・ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ５ に 、 雰 囲 気 温 度 が 平 均 １ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ６ に 、 雰 囲 気 温 度 が 平 均 ５ ℃ ～ １ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 ７ に 、 雰 囲 気 温 度 を 計 測 す る 時 間 が 剥 離 剤 塗 布 後 １ ８ 時 間 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と し

て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 ８ に 、 塗 膜 に 使 用 さ れ る 塗 料 が 長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と 鉛 系 さ び 止 め ペ イ ン

ト と 長 油 性 フ タ ル 酸 樹 脂 塗 料 と を 用 い た 塗 装 系 又 は 長 ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と 鉛 系

さ び 止 め ペ イ ン ト と フ ェ ノ ー ル 樹 脂 Ｍ Ｉ Ｏ 塗 料 と 塩 化 ゴ ム 系 塗 料 と を 用 い た 塗 装 系 又 は 長

ば く 形 エ ッ チ ン グ プ ラ イ マ ー と タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 を 用 い た 塗 装 系 か ら な る こ と を 特

徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 ９ に 、 剥 離 剤 が 二 塩 基 酸 エ ス テ ル を 主 成 分 と し 、 該 エ ス テ ル に Ｎ Ｍ Ｐ 又 は Ｎ Ｍ Ｐ と ベ

ン ジ ル ア ル コ ー ル か ら な る 高 沸 点 溶 剤 と 、 ２ ～ １ ０ Ｗ ％ の 有 機 酸 と 、 界 面 活 性 剤 と を 配 合

し て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 １ ０ に 、 有 機 酸 が ぎ 酸 ， 乳 酸 ， ク エ ン 酸 ， グ リ コ ー ル 酸 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １

種 か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 １ １ に 、 界 面 活 性 剤 が ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 又 は ア ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 の 少 な く と も

１ 種 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 １ ２ に 、 ベ ン ト ナ イ ト 又 は 膨 潤 性 シ リ カ か ら な る 無 機 増 粘 剤 を 添 加 し て 増 粘 さ せ た こ

と を 特 徴 と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 に よ れ ば 、 剥 離 剤 塗 布 後 の 工 事 場 所 の 外 気 温 を 継 続 的 に

又 は 一 定 間 隔 （ 例 え ば １ 時 間 ） 毎 に 計 測 し 、 そ の 間 又 は 計 測 時 の 外 気 温 を 積 算 す る こ と に
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よ り 、 そ の 積 算 値 が 予 め 決 め ら れ た 最 適 値 に 達 し た 時 点 で 次 工 程 の 機 械 的 剥 離 作 業 を 開 始

す る こ と が で き る の で 、 工 事 現 場 毎 の 剥 離 可 能 状 態 を 現 場 毎 に 確 認 す る 必 要 が な く 、 剥 離

可 能 な タ イ ミ ン グ を 予 測 し た 作 業 計 画 に 即 し て 効 率 的 な 作 業 が 可 能 に な る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た こ の 方 法 に よ れ ば 従 来 塗 膜 剥 離 作 業 が 困 難 と さ れ て き た 剥 離 剤 塗 布 後 の 作 業 現 場 の

外 気 温 が ５ ℃ ～ １ ０ ℃ の よ う に 低 温 下 で も 剥 離 作 業 が 確 実 に 行 え る 利 点 が あ る 。

　 こ の こ と は 冬 場 等 の 季 節 的 な 低 温 期 の ほ か に 例 え 工 事 現 場 の 平 均 外 気 温 が ５ ℃ ～ １ ０ ℃

の よ う な 寒 冷 地 に お い て も よ り 広 い 季 節 範 囲 で 塗 膜 剥 離 作 業 が 可 能 に な る こ と を 意 味 し て

い る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 実 施 期 間 中 の 外 気 温 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 実 施 期 間 中 の 外 気 温 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 図 面 に 即 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 詳 述 す る 。

　 従 来 前 述 し た 本 発 明 の 剥 離 対 象 と な る 鋼 構 造 物 の 高 耐 塗 膜 の 塗 料 と し て は

　 Ａ 　 塗 装 系 （ 長 油 性 フ タ ル 酸 系 樹 脂 塗 料 ）

　 Ｂ 　 塗 装 系 （ 塩 化 ゴ ム 系 樹 脂 塗 料 ）

　 Ｄ 　 塗 装 系 （ タ ー ル エ ポ キ シ 系 樹 脂 塗 料 ）

が 使 用 さ れ て い る 。

　 こ の た め 本 例 に お い て は 鋼 板 面 に 塗 装 さ れ た 上 記 Ａ ， Ｂ の 各 塗 装 系 の 塗 膜 に 対 し 、 表 １

の よ う な 配 合 の 剥 離 剤 を 調 合 し て 使 用 し た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 尚 、 剥 離 剤 の 各 材 料 配 合 比 の 幅 は 外 気 温 が １ ０ ℃ を 越 え る 場 合 と ５ ℃ ～ １ ０ ℃ の 低 温 域

の 場 合 と で 配 合 比 を 調 節 す る こ と を 念 頭 に 置 い た も の で 、 限 ら れ た サ ン プ ル 数 の 中 で 得 た

数 値 で あ る た め こ れ ら の 数 値 範 囲 に 厳 密 に 制 約 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 表 １ 】

備 考 １ ） 上 記 の う ち １ ～ ３ は 主 と し て 塗 膜 へ の 浸 透 と 膨 潤 化 （ 軟 化 ） に 寄 与 す る 有 機 溶 剤

　 　 　 　 で 、 低 温 域 で は １ を 減 ら し ２ を 増 や す こ と が 望 ま し い 。

　 　 ２ ） 有 機 ベ ン ト ナ イ ト と し て グ リ コ ー ル 酸 を 使 用 し 、 ダ レ 落 ち 防 止 用 の 増 粘 剤 で 低 温

　 　 　 　 域 で 減 量 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 従 来 本 出 願 人 等 が 開 発 し た 特 許 文 献 １ の 剥 離 剤 及 び 剥 離 方 法 に よ っ て も 剥 離 で き な い と

さ れ て い た ５ ℃ ～ １ ０ ℃ の 範 囲 （ 注 ： 鋼 構 造 物 用 塗 装 の 適 用 気 温 に 関 し 、 社 団 法 人 日 本 道
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路 協 会 の 「 鋼 道 路 橋 塗 装 ・ 防 食 便 覧 」 で は ５ ℃ 以 下 で は 禁 止 と さ れ て い る ） で も 、 一 定 の

条 件 下 で は 塗 膜 剥 離 が 可 能 で あ る こ と が 本 発 明 に よ り 確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 塗 膜 の 軟 化 に は 剥 離 剤 の 性 能 の 他 に 剥 離 剤 塗 布 後 の 環 境 温 度 と 経 過 時 間 が 深 く 関 係

し 、 特 に こ の 温 度 と 時 間 の 積 算 値 に よ っ て 軟 化 時 機 が 決 ま る 点 が 予 測 で き た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 以 下 実 際 の 現 場 の 橋 梁 に 対 す る 本 発 明 方 法 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 使 用 剥 離 剤

は 表 １ の 配 合 で 低 温 用 に 調 合 し た も の を 使 用 し た 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

１ ． 試 験 場 所 　 　 　 東 京 都 　 新 小 松 川 橋

２ ． 試 験 期 間 　 　 　 ２ ０ ０ ９ 年 １ ２ 月 ４ 日 ～ １ ２ 月 １ ８ 日

３ ． 試 験 方 法

　 　 小 松 川 橋 の 橋 げ た 本 体 の 腹 板 側 面 及 び フ ラ ン ジ 上 面 の ３ ０ ０ ｍ ｍ × ３ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲

　 に 剥 離 剤 を 塗 布 し 、 ス ク レ ー パ ー に よ る 剥 離 が 可 能 な 軟 化 状 態 に 至 る 条 件 を 確 認 し 且 つ

　 剥 離 作 業 及 び 塗 膜 回 収 を 行 っ た 。

４ ． 塗 膜 の 種 類 　 　 塩 化 ゴ ム 塗 装 系

５ ． 外 気 温

　 　 こ の 試 験 に お け る 作 業 現 場 の 外 気 温 は 図 １ に 示 す 通 り で あ り 、 試 験 期 間 中 の 最 高 気 温

　 は １ ０ ． １ ℃ ， 最 低 気 温 ４ ． ４ ℃ ， 平 均 気 温 ７ ． １ ℃ で あ っ た 。 尚 、 上 記 外 気 温 は １ 時

　 間 毎 に 計 測 し た 。

６ ． 試 験 結 果

　 　 上 記 試 験 の 結 果 ２ ヶ 所 共 に 約 ３ ４ 時 間 で 塗 膜 が ス ク レ ー パ ー に よ る 剥 離 が 可 能 な 程 度

　 に 軟 化 し た 。 但 し 、 実 際 の 剥 離 作 業 は 作 業 時 間 帯 の 都 合 で 塗 布 後 ４ ８ 時 間 後 に 行 っ た 処

　 、 い ず れ も 再 塗 装 可 能 な 状 態 で の 剥 離 が で き た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

１ ． 試 験 場 所 　 　 　 栃 木 県 　 鬼 怒 大 橋

２ ． 試 験 期 間 　 　 　 ２ ０ １ ０ 年 ３ 月 ２ 日 ～ ３ 月 ６ 日

３ ． 試 験 方 法

　 　 橋 げ た 本 体 の 腹 板 側 面 ２ 箇 所 を １ ０ ０ ０ ｍ ｍ × １ ０ ０ ０ ｍ ｍ の 面 積 範 囲 に 剥 離 剤 （ 冷

　 温 域 用 に 調 合 ） を 塗 布 し 、 実 施 例 １ と 同 様 に 軟 化 状 態 の 確 認 ， 塗 膜 剥 離 ， 剥 離 塗 膜 の 回

　 収 ， 復 旧 ま で を 行 っ た 。

４ ． 塗 膜 の 種 類 　 　 フ タ ル 酸 塗 装 系

５ ． 外 気 温

　 　 こ の 試 験 期 間 中 の 外 気 温 は 図 ２ に 示 す 通 り で あ り 、 こ の 間 の 最 高 気 温 は １ ２ ． ５ ℃ ，

　 最 低 気 温 は ０ ． ６ ℃ ， 平 均 気 温 は ４ ． ５ ℃ で あ り 、 温 度 計 測 は １ 時 間 毎 に 行 っ た 。

６ ． 試 験 結 果

　 　 こ の 試 験 で は 塗 膜 が 剥 離 可 能 に な る 迄 に ５ ５ 時 間 ， ５ ６ 時 間 を 要 し た が 、 全 体 の 塗 膜

　 剥 離 作 業 は 作 業 時 間 帯 の 関 係 で 共 に ７ ２ 時 間 後 に 行 っ た 処 、 ス ク レ ー パ ー に よ る 十 分 な

　 塗 膜 剥 離 が で き た 。

［ 試 験 結 果 の 考 察 ］

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 実 施 例 １ ， 同 ２ の 結 果 を 考 察 す る と 、 剥 離 剤 を 用 い た 塗 膜 の 剥 離 は （ 予 め 判 っ て い た 事

項 で あ る が ） 常 温 中 で も 環 境 温 度 が 高 い 程 、 塗 布 後 の 軟 化 時 間 が 短 く て す む こ と 、 １ ０ ℃

以 下 で も 軟 化 の た め の 時 間 は 多 く 必 要 と す る が 、 軟 化 さ せ て 剥 離 す る こ と が 可 能 で あ る こ

と 、 さ ら に 、 同 一 の 塗 装 系 に 対 し て 同 一 の 剥 離 剤 を 用 い る 場 合 は 、 塗 膜 軟 化 中 の 外 気 温 と

軟 化 に 要 す る 時 間 と は 共 に 明 確 な 相 関 関 係 が あ る こ と が 判 明 し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 特 に 本 発 明 の 実 施 例 で 用 い た 剥 離 剤 で は 、 剥 離 剤 塗 布 後 の 経 過 時 間 と 外 気 温 度 の 積 算 値
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が 一 定 以 上 に な る と 塗 膜 の 必 要 な 軟 化 が 実 現 す る こ と が 判 明 し た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 実 施 例 ２ で は 平 均 気 温 ４ ． ５ ℃ で も 剥 離 で き た が 、 こ の 場 合 で も ５ ℃ を 越 え る 一 定 の 時

間 帯 が 必 要 と 考 え ら れ 、 全 体 と し て は ５ ℃ 以 上 で 概 ね ２ ４ ０ ℃ ・ ｈ ｒ の 積 算 値 が 剥 離 可 能

な 条 件 と 解 さ れ 、 そ れ 以 上 の 積 算 値 で あ っ て も 塗 膜 の 溶 解 流 出 や 環 境 へ の 飛 散 等 が 生 じ な

い 限 り 許 容 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 こ の 積 算 値 は 剥 離 剤 塗 布 後 の 経 過 時 間 と 環 境 温 度 の 厳 密 な 積 分 値 が 最 も 正 確 と 考

え ら れ る が 、 本 実 施 例 の よ う に １ 時 間 毎 の 温 度 測 定 値 で あ っ て も 各 １ 時 間 内 で の 温 度 変 化

は 極 端 に 大 き く な い （ 平 均 値 と 大 差 が な い ） と 予 想 さ れ る の で 、 塗 膜 軟 化 の た め の 積 算 値

と し て 十 分 に 採 用 で き る と 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 温 度 計 測 は 一 定 時 間 毎 の 目 測 値 を 積 算 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 作 業 現 場 に 温 度 セ

ン サ ー を 設 置 し 、 そ の 計 測 値 を 現 場 で 又 は 通 信 手 段 を 介 し て 管 理 セ ン タ ー で 受 信 し 、 コ ン

ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム に よ っ て 計 算 処 理 す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ し て こ の 場 合 は 期 間 中

の 予 想 気 温 に よ り 軟 化 時 間 を 予 測 し 、 実 測 に よ り こ の 予 測 に よ る 塗 膜 剥 離 タ イ ミ ン グ を 順

次 修 正 し な が ら 条 件 に あ っ た 剥 離 タ イ ミ ン グ を 決 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 さ ら に 、 上 記 積 算 値 の 標 準 は 剥 離 剤 の 素 成 や 外 気 温 の レ ベ ル に よ っ て も 変 る と 考 え ら れ

、 そ の 他 塗 膜 の 種 類 や 経 過 年 数 等 に よ っ て も 変 動 す る と 考 え ら れ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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